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策定推進委員会

牛根でしかできないこと、
牛根だからできることを
牛根のみんなで考えよう



 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

私たちは、これまで平成 24 年 10 月に策定した「牛根づくり計画」   

（計画期間：H24～R３年度）に基づいて地域づくりに取り組んできました。 

計画期間が終了した令和４年度、10年間の牛根づくりを振り返り、これ

からの５年間の地域づくりについて 

考え、意見を出し合い「第２期牛根 

づくり計画」を策定しました。 

この計画の期間は、令和５年度から 

令和９年度までの５年間です。 

第２期計画に基づき、行政や関係 

機関と協働し、力を合わせ、「地区の 

大目標」や「ありたい姿」の実現に 

向けた牛根づくりを推進していきます。 

 

牛根でしかできないこと、 

牛根だからできることを牛根のみんなで考えよう 
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１ 第２期牛根づくり計画について 
 

 

▲ 令和４年度第２期牛根づくり計画策定 

推進委員会 

策定委員会    
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２ 牛根づくり推進体制 

監事 
連携 

専門部会 

第２期牛根づくり計画 

策定推進委員会 

牛 根 地 区 住 民 

わたしたちが牛根づくりを推進します。 

 

運営委員会 

総

務

部

会 

牛根地区公民館 

文
化
教
養
部
会 

体
育
保
健
部
会 

福
祉
厚
生
部
会 

委員長 

副委員長 

 

３７名 

委員 

地区の組織・団体 

・牛根地区振興会 

・牛根小学校 

・牛根小学校ＰＴＡ 

・消防第８分団 

・民生委員 

・和（なごみ）の輪 

・おかめ会 

・郵便局 

・育成会 

・スポーツ推進委員 

・青壮年部 

・二月祭り会 

・見守り隊 

・牛根サロン会 

 

連携 

中

浜 

上

ノ

原 

二

川 

岳

野 

深

港 

浮

津 

牛根地区振興連 

館長 主事 

連携 
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３ 第２期牛根づくり計画の概要 

地
区
の
大
目
標 

キ
ー
ワ
ー
ド 

わたしたちは「地区の大目標」を叶えるため、11の「ありたい姿」実現

に向けた取り組みを推進していきます。 

 

あ
り
た
い
姿 

交流 
P４～７ 

イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
、 

世
代
間
・
地
域
間
の
交
流
の
場
を
作
り
た
い 

 

牛
根
小
学
校
を
活
か
し
、
世
代
間
の
交
流
を
図
り
た
い 

牛
根
の
特
産
物
を
活
用
し
た
い 

若
者
が
住
ん
で
ほ
し
い 

空
家
を
有
効
活
用
し
た
い 

地
元
で
働
き
た
い 

人口 
P８～９ 

牛
根
の
歴
史
を
次
の
世
代
に
受
け
継
ぎ
た
い 

交通 
P６～７ 

地
域
の
交
通
手
段
を
確
保
し
た
い 

特産物 

P６～７ 

環境 
P８～11 

農
産
物
の
獣
害
を
減
ら
し
た
い 

地
区
の
環
境
を
守
り
た
い 

地
区
の
安
全
を
守
り
た
い 

福
祉
を
充
実
さ
せ
た
い 

牛根でしかできないこと、 

牛根だからできることを牛根のみんなで考えよう 
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４　牛根のありたい姿（行動計画）

交
流

イベント等を通して、世代間・地
域間の交流の場を作りたい

・牛根地区公民館

・牛根小学校

・牛根小学校ＰＴＡ

・おかめ会

・育成会

・青壮年部

・二月祭り会

・地域

・和（なごみ）の輪

キ
ー

ワ
ー

ド

ありたい姿

だれが（関わる団体）

地域・団体名

≪ 地域から行政等に対する要望及び市関係課等からの見解 ≫

【地域からの要望※１】 子どもから高齢者まで憩える場所（牛根中学校跡地）の

整備

【市関係課からの見解】 整備方法や将来の管理方法等について、地域の皆様方と

共に検討を行ってまいります。（企画政策課）

▲グラウンドゴルフ

▲ひょっとこ踊り
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前期（１～３年目）
令和５～７年

後期（４～５年目）
令和８～９年

いつ、何をする

※１ 牛根中学校跡地については、グラウンドゴルフ等ができる環境の整備に取り組ん

でまいりたいと考えております。今後の整備の方向性等については、行政側が一方的に

整備を進めるのではなく、牛根地区の住民の皆様から将来のあり方も含め、ご意見を伺

うことが重要であると考えますことから、現在、地域住民の皆様と対話を行う機会を設

けて協議を重ねているところでございます。今後も引き続き、地域住民の皆様との対話

を重ね、課題やニーズを明確にしたうえで、休憩施設等の付帯施設も含めた一体的な整

備方法や将来の管理方法等について検討を行ってまいります。

〇行事の連絡等が行きわたるよう、公民館組織の体制、連絡体制を改善する。

・専門部会を中心とするイベントの推進等、公民館組織を活用する。

〇地域の味を持ち寄ってお茶会を開き、皆が集まれる場所を作る。

・いきいきサロンの活動を充実させ、加入者が増えるよう取り組む。

〇委員以外にも声をかけ、関わる人を増やす。

〇子どもから高齢者まで憩える場所（牛根中学校跡地）の整備（※１）

〇中学校運動場を使って他地区と交流を図る等、イベント会場として活用する。

・牛根３地区グラウンドゴルフ大会や夏祭り、花見等

〇地区全体で取り組むイベントを充実させる。

・清掃活動と組み合わせたイベントにする等、多くの住民が参加できるよう工夫

する。

＜イベント＞
・和（なごみ）の輪グラウンドゴルフ大会 ・あじさい祭り
・ふれあいもちつき大会 ・昔遊び

・愛校作業 ・二川祭り

・野菜・果物等収穫体験 ・六月灯

・バーベキュー ・収穫した食材を使った試食会

・食育 ・親子料理教室
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４　牛根のありたい姿（行動計画）

キ
ー

ワ
ー

ド

ありたい姿

だれが（関わる団体）

地域・団体名

交
通 地域の交通手段を確保したい

交
流

牛根の歴史を次の世代に受け
継ぎたい

・牛根地区公民館

・牛根小学校

・二月祭り会

牛根小学校を活かし、世代間の
交流を図りたい

・牛根地区公民館

・牛根小学校

・牛根小学校ＰＴＡ

・和（なごみ）の輪

特
産
物

牛根の特産物を活用したい

・牛根地区公民館

・牛根小学校

・おかめ会

・地域

≪ 地域から行政等に対する要望及び市関係課等からの見解 ≫

【地域からの要望※２】 地域交通を様々な業種が連携して維持する。

【市関係課からの見解】 地域の移動手段を確保できるよう検討を行っ

てまいります。（企画政策課）

▲ビワの収穫体験
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前期（１～３年目）
令和５～７年

後期（４～５年目）
令和８～９年

いつ、何をする

〇民俗資料室にある昔の道具を活用する。

○郷土芸能を継承（振興）する。

・ＤＶＤ「牛根棒踊り」を活用する。

・「牛根太鼓」を継承する。

○牛根小学校教育の充実（特色ある学校・行かせたい学校）

・牛根小運動会や学習発表会等、学校行事に地区住民も参加する。

○地域の素材や人材を活かした教育に今後も協力する。

○手入れできなくなったビワ園を借り受けて、収穫体験等を行う。

・ビワ農家の協力をもらいながらビワの生産を行う。

〇牛根小学校等と協力しながら、子どもたちとビワの収穫体験等を行い、

牛根の特産物を身近に感じてもらう。

〇牛根地区の食材を活かした郷土料理をつくる。

○地域交通を様々な業種が連携して維持する。（※２）

※２ 地域交通については、人口減少による公共交通利用者の減少、運転手不足の深刻

化等により、公共交通の維持は容易ではなくなってきており、公共交通に頼らざるを得

ない高齢者や、交通空白地における移動手段の確保は喫緊の課題となっております。

こうした状況を踏まえ、令和５年度に垂水市地域公共交通計画の策定を予定している

ところであり、この計画を踏まえながら、地域における輸送資源の総動員による移動手

段の確保について全国の先進地を参考にしながら調査研究を進めていきます。
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４　牛根のありたい姿（行動計画）

キ
ー

ワ
ー

ド

ありたい姿

だれが（関わる団体）

地域・団体名

地元で働きたい

農産物の獣害を減らしたい

環
境

・牛根地区公民館
・振興会
・地域
・市

地区の環境を守りたい

・牛根地区公民館

・振興会

・牛根小学校

・和（なごみ）の輪

・地域

人
口

・牛根地区公民館
・地域
・市

若者が住んでほしい　空き家を
有効活用したい

・牛根地区公民館

・地域

・市

≪ 地域から行政等に対する要望及び市関係課等からの見解 ≫

【地域からの要望※３】 市と協力し、空き家所有者に空き家バンク登

録を促す。

【市関係課からの見解】 地域と行政が協働して課題解決を図れるよう

協力してまいります。（企画政策課）

▲あじさいロード清掃
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前期（１～３年目）
令和５～７年

後期（４～５年目）
令和８～９年

いつ、何をする

〇牛根地区にある企業に、地域の方の優先的な雇用を依頼し、雇用の情報提供

をしてもらう。

〇地区内の空き家を把握し、使える空き家の調査を行う。

〇地区内外の方々に空き家の情報を提供する。

〇市と協力し、空き家所有者に空き家バンク登録を促す。（※３）

〇農産物の被害を減らす取り組みについて検討する。

○四季折々の花を植える。

・鉄道跡地のあじさいロードを維持管理する。

・植栽箇所の草払い等について、体制を整え地域全体で行う。

〇危険個所や中学校跡地の草払いについて、声かけ・協力依頼を定期的に行う。

・月１回程度の清掃活動

・集落単位での環境整備・美化活動

・シルバー人材センター等の活用を検討する。

○岳野の自然を維持し、活用する方法を考える。

〇地区内にある店がさらに活用されるよう取り組む。

※３ 空き家バンク制度は、市の重点施策にもあるように移住定住の推進として、力を入れて

いる制度です。登録していただいた空き家の情報は、垂水市のホームページで公開し、借主

（買い手）と貸主（売り手）との橋渡しを行っております。

また、空き家内の家財道具撤去費用の補助、リフォーム費用の補助、転入者の家賃補助など

様々な制度があり、補助金活用による空き家バンク登録促進を図ってまいります。また、今年

度は、庁内組織である空き家ワーキンググループにおいても、牛根地区の入居可能な空き家選

定を行う予定としております。

今後も、地域からご要望のあった空き家の有効活用について、地域と行政が協働して課題の

解決を図りたいと考えておりますので、積極的にご協力いたします。
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４　牛根のありたい姿（行動計画）

キ
ー

ワ
ー

ド

ありたい姿

だれが（関わる団体）

地域・団体名

環
境

地区の安全を守りたい

・牛根地区公民館

・振興会

・消防第８分団

福祉を充実させたい

・牛根地区公民館

・振興会

・民生委員

・見守り隊

・地域

【地域からの要望※４】 医療施設（応急処置が出来る施設）の設置を要望する。

牛根中央クリニック跡地を活用し、地域医療の充実を

図る。

【市関係課からの見解】 牛根地区の医療体制の確保は喫緊の課題と捉え、引き

続き検討を進めていきます。（保健課）

▲消火訓練

▲あいさつ運動

≪ 地域から行政等に対する要望及び市関係課等からの見解 ≫
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前期（１～３年目）
令和５～７年

後期（４～５年目）
令和８～９年

いつ、何をする

〇振興会と連携をとり、消防団員確保に努める。

〇防犯灯を６集落すべて充実させ、安心できるまちづくりを行う。

・防犯灯のＬＥＤ化を維持する。

○ＡＥＤを人が集まる場所に持っていけるように手配する。

○牛根地区公民館を避難場所として更に充実させ、各自治公民館を自主防災活

動拠点として使用する。

○医療施設（応急処置が出来る施設）の設置を要望する。（※４）

〇牛根中央クリニック跡地を活用し、地域医療の充実を図る。（※４）

○地域で応急処置等ができる体制を整える。

○民生委員が中心となり、各振興会で、高齢者の安否確認や子どもの見守りの

ために声かけをする。

〇振興会長や民生委員のサポートをする人を育てる・増やす。

・見守り隊との連絡体制に努める。

・文書配布等、地域を回る際は見守りや声かけに努める。

※４ 現状において、「医師の確保」は困難な状況ですが、引き続き、鹿児島大学

医学部をはじめとする関係各機関へ要望するとともに、移動診療車等についても調

査研究を進めていきます。
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５　参考資料

（１）牛根づくりの歩み（H24～H28）

Ｈ25年度 Ｈ26年度

・牛根づくり計画

（初版）策定

・ふれあい餅つき大会

・そば打ち体験

Ｈ24年度

地区の大目標

牛根でしかできないこと、

牛根だからできることを

みんなで考えよう

・グラウンドゴルフ大会

・ふれあい餅つき大会

・ふれあい餅つき大会

実施のため、チラシ

を作成・配布

・そば打ち体験

・過疎集落等自立

再生対策事業

・グラウンドゴルフ大会

・ふれあい餅つき大会

・二月祭り

・そば打ち体験

第１回岳野グラウンド

ゴルフ大会

牛根地区全戸アンケートや策定委員

会での話し合い、先進地調査研修等

を経て、「牛根づくり計画」が完成

しました！

岳野地区自治公民館

改修

牛根づくり計画の

話し合い
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Ｈ27年度 Ｈ28年度

平成26年度過疎集落等自立再生対策事業

「牛根は元気だよプロジェクト」

老人クラブ 和（なごみ）の輪（左）

旧牛根中学校トイレ配管改修工事（右）
二月祭り（左） ・ 愛校作業（右）

・旧牛根中学校トイレ配管

改修工事

・老人クラブ「和（なごみ）の輪」

発足

・グラウンドゴルフ大会

・ふれあい餅つき大会

・門松づくり ・二月祭り

・そば打ち体験

・岳野清掃活動

・グラウンドゴルフ大会

・愛校作業

・ジャム、芋料理づくり

・ふれあい餅つき大会

・門松づくり

・二川六月灯 ・二月祭り

１．牛根安心創造事業
・地区合同避難訓練

・地区防災マップづくり

・地区住民による高齢者見守り

・交通空白地域解消に向けた調査

・災害時に孤立する岳野集落の防災機能強化

地区防災マップ作成 防災訓練 棒踊りDVD制作

２．牛根交流促進事業
・ふれあい餅つき大会の開催

・交通安全ニュースポーツ大会の開催

・高齢者サロンの開催

・健康体操教室の開催

・伝統芸能保存DVD製作

・地区内の空き家調査及び空き家バンクへの登録
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（１）牛根づくりの歩み（H29～R3）

Ｈ30年度 Ｒ1年度Ｈ29年度

・牛根づくり計画の

見直し

・グラウンドゴルフ大会

・愛校作業

・ビワ収穫体験

・ジャム、芋料理づくり

・ふれあい餅つき大会

・二川六月灯

平成30年度過疎地域等集落ネットワーク圏 形成支援事業

「６集落をひとつに！
牛根づくり計画

（見直し版）

牛根をもっと暮らしやすく！（安全・景観整備事業）

▶光でつなぐ牛根の安全・絆づくり

▶美しい牛根づくりにむけた景観整備

有害鳥獣ネット・ポール設置 グラウンド清掃作業

グラウンドゴルフ用品

整備

・過疎地域等集落

ネットワーク圏形成

支援事業

・アドバイザー派遣事業

・グラウンドゴルフ大会

・ふれあい餅つき大会

・子育てサロン

・二月祭り

・そば打ち体験

・岳野グラウンドゴルフ場

整備

・清掃備品の整備

・あじさいロード整備

・グラウンドゴルフ大会

・ビワ収穫体験

ビワ収穫体験
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Ｒ2年度 Ｒ3年度

・あじさいロード備品の整備

・グラウンドゴルフ大会

・ふれあい餅つき大会

・二月祭り

・あじさいロード看板設置、備品の整備

・避難所備品の整備

・グラウンドゴルフ大会

・ふれあい餅つき大会

・二月祭り

・ビワ育成、収穫体験

・二川六月灯

年度過疎地域等集落ネットワーク圏 形成支援事業

「６集落をひとつに！ 牛根笑顔の輪プロジェクト」

ふれあい餅つき大会（左）

棒踊り（右）

あじさいロード看板設置（左）

あじさいロード（右）

牛根をひとつに！（交流拡大事業）

▶特産物食育活動

▶自然を活かした集落間交流活動

▶６集落の伝統・文化継承活動

そば打ち体験 ビワ袋かけ体験

２月グラウンドゴルフ大会 ３月グラウンドゴルフ大会
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第２期牛根づくり計画策定推進委員会規約 

 

（名称） 

第１条 この団体は「第２期牛根づくり計画策定推進委員会」と称する。 

 

 （所在地） 

第２条 この団体を次の所在地に置く。鹿児島県垂水市二川 553-1 

 

 （目的） 

第３条 この団体は、第５次垂水市総合計画基本構想に基づき、牛根地区における

地域コミュニティ組織として、第２期牛根づくり計画策定のための企画、調整及び

素案・原案策定・計画に基づく事業の実施及び推進することを目的とする。 

 

 （構成員） 

第４条 この団体の構成員は、牛根地区公民館の運営委員及び委員長が特に選任す

る者で構成される。 

２ 加入・脱退については、随時可能とする。 

 

 （役員） 

第５条 この団体には次の役員を置く。 

    委員長１名、副委員長１名 

２ 毎年４月の総会で当年度の役員について選任を行う。 

３ 役員の職務及び権限は以下のとおりとする。 

⑴ 委員長は、委員会を代表し、議長として会議を総理する。 

⑵ 副委員長は、委員長に事故あるとき又は欠けたとき、その職務を代理する。

また、委員会の出納事務を処理し、それらに関する帳簿及び書類を管理する。 

４ 委員長は必要に応じて会の招集・開催ができる。 

 

 （運営） 

第６条 総会は構成委員の過半数の出席をもって成立する。 

２ 定例総会は年に一度、４月に開催する。 

３ 役員の選任、予算・決算等の承認等は総会を開催し、出席者の過半数の同意を

もって決定する。 

４ 諸問題が発生した場合は、随時会議を開催して審議を行い、その議事は出席者

の過半数の同意をもって決定する。 

 

 （活動） 

第７条 この団体の主な活動は以下のとおりとする。 

 （１） 第２期牛根づくり計画策定のための企画、調整及び素案・原案策定 

 （２） 第２期牛根づくり計画に基づく事業の実施及び推進 
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 （活動費） 

第８条 活動費は垂水市及び地区公民館等からの補助金等を充てる。 

２ 活動費については副委員長が適正に管理を行い、毎月定期に代表者の閲覧を受

けるものとする。 

 

 （委任） 

第９条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は委員長が別に

定める。 

 

 （改正） 

第 10条 この規約は構成員の過半数の同意をもって改正することができる。 

 

 （設立年月日） 

第 11条 設立年月日は令和４年 10月 19日とする。 

 

附 則 

この規約は、令和４年 10月 19日から施行する。 
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（３）第２期牛根づくり計画策定推進委員会名簿

No. 各種団体等役職名
委員会
職名

委員氏名 No. 各種団体等役職名
委員会
職名

委員氏名

1 公民館館長 委員長 井上　辰己 21 育成会長 委　員 梶ヶ山　志保

2 公民館主事 副委員長 西村　加代子 22 体協長 委　員 中濵　貴博

3 牛根小学校長 委　員 川畑　鈴代 23
副体協長
二月祭り会

委　員 隈﨑　譲治

4 牛根小学校教頭 委　員 浜田　勝正 24
スポーツ推進
委員

委　員 濵畑　政浩

5 中浜振興会長 委　員 今村　辰郎 25 育成指導員 委　員 山下　厚実

6 上ノ原振興会長 委　員 西村　隆志 26 二月祭り会代表 委　員 梶ヶ山　隆世

7 二川振興会長 委　員 井上　由紀子 27 青壮年部 委　員 笹元　洋一

8 深港振興会長 委　員 津曲　義治 28 郵便局長 委　員 皆倉　陽人

9 浮津振興会長 委　員 松永　和代 29 消防分団長 委　員 鎌田　和昭

10
岳野振興会長
民生委員

委　員 今村　一光 30 いきいき体操
教室代表 委　員 津曲　弘子

11 民生委員 委　員 藤原　正子 31 学校評議委員 委　員 二木　文子

12 民生委員 委　員 岡崎　よしえ 32 地域代表 委　員 新屋　フミ子

13 民生委員 委　員 西俣　充子 33 地域代表 委　員 隈元　猛

14 和（なごみ）の輪　会長 委　員 今村　卓久 34 牛根駐在所 委　員 義山　準也

15 和（なごみ）の輪　副会長 委　員 森　徳義 35 前牛根小学校長 委　員 有馬　博志

16 牛根地区公民館監事
和（なごみ）の輪　副会長 委　員 森　和治 36 前中浜振興会長 委　員 中濵　枡貫

17 和（なごみ）の輪
書記会計

委　員 大薮　眞知子 37 前深港振興会長 委　員 上津　義明

18 和（なごみ）の輪
女性委員

委　員 岩山　煎子 38 前牛根小PTA会長 委　員 上津　和輝

19 おかめ会
牛根地区公民館監事

委　員 神﨑　ルミ子 39 前育成会長 委　員 古田　友和

20
PTA会長
青壮年部

委　員 中濵　盛和
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（４） 策定の経過 

主な取組 日 付 会議の名称 
参加 

者数 

・第２期計画策定に取り組むことを決定 R4/７/13 牛根地区運営委員会 － 

・行動計画の振り返り R4/10/19 第１回策定推進委員会 23 名 

・行動計画の振り返り R4/11/17 第２回策定推進委員会 22 名 

・行動計画の振り返り R4/12/15 第３回策定推進委員会 20 名 

・新たな行動計画、具体的な取組の協議 R5/2/21 第４回策定推進委員会 21 名 

・新たな行動計画、具体的な取組の協議 R5/3/20 第５回策定推進委員会 16 名 

・「関わる団体」「ありたい姿」「地区の大目

標」の協議 
R5/5/25 第６回策定推進委員会 21 名 

・市への要望事項について報告 

・第２期計画書原案の承認・決定 
R5/6/22 第７回策定推進委員会 22 名 
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（５）　私の牛根づくり

７回に渡る策定推進委員会を経て、「第２期牛根

づくり計画」が完成しました！

この計画に基づき、今後の牛根づくりを推進して

いきます。

・第２期牛根づくり計画策定

・

・

・

Ｒ ５ 年 度

・

・

・

・

Ｒ ７ 年 度

・

・

・

・

Ｒ ９ 年 度

・

・

・

・

Ｒ ６ 年 度

・

・

・

・

Ｒ ８ 年 度

・

・

・

・

Ｒ １０ 年 度
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牛根でしかできないこと、 

牛根だからできることを牛根のみんなで考えよう 
 

第２期牛根づくり計画 

 
発 行 年 月 令和５年６月 

編集・発行 第２期牛根づくり計画策定推進委員会 

〒899-4633 

鹿児島県垂水市二川 553-1 

☎0994-36-3494 

協 働 制 作 垂水市役所関係各課 

企画政策課地域振興係 

 

 

 私たちは、平成 24 年度に 10 年間の地域振興計画「牛根づくり計画」を策定し、地域

づくりに取り組んできました。 

 行動計画に基づき、あじさいロードの整備や牛根ふるさと本の製作、ＬＥＤ防犯灯の

整備など、地域活性化につながる様々な取組を実施してきました。 

 

 牛根づくり計画の計画期間が終了した今回、これからの地域づくりについて考え、さ

らに発展させていくため、第２期牛根づくり計画の策定に取り組みました。 

 これまでに実施してきた行動計画の振り返りを行い、既存の行動計画の充実を図り、

次の５年への想いを新たな行動計画として加え、ここに第２期計画が完成しました。 

私たちは、地区の大目標実現のため、この第２期牛根づくり計画により、これまで以

上に協力し、魅力あふれる牛根づくりに取り組んでいきたいと思います。 

  

 最後に、多忙な中、第２期牛根づくり計画に携わっていただいた委員の皆様、市役所

関係各課の皆様に、心から感謝申し上げます。 

 

 

令和５年６月 22日 

第２期牛根づくり計画策定推進委員会委員長 

    井上 辰己 

あとがき 
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